
い
わ
て
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
で
は
、
１
月

か
ら
３
月
ま
で
の
３
か
月
間
、
岩
手
県
の
冬
季
観
光
誘
客

促
進
を
目
的
に
「
い
わ
て
冬
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

2

0

2

5 

」 

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
１
月

10

日(

金
）
か
ら

12

日
（
日
）
ま
で
首
都
圏
に
て
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施

し
、
当
協
会
も
協
力
し
ま
し
た
。 

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
首
都
圏
メ
デ
ィ
ア
を
訪
問
し
た
ほ

か
、

J

R

東
日
本
主
要
駅
で
あ
る
川
越
駅
及
び
新
宿

駅
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
配
布
し
ま
し
た
。 

キ
ャ
ラ
バ
ン
に
は
当
協
会
の
ほ
か
、
沿
岸
の
団
体
も
協

力
し
、
同
団
体
の
職
員
が
扮
し
た
北
限
の
海
女
や
「
な
も

み
」
が
道
行
く
人
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。 

談
会
に
県
内
関
係
者
と
と
も
に
参

加
し
、
台
湾
の
学
校
関
係
者
へ
の

情
報
提
供
の
ほ
か
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。 

12

月
６
日
（
金
）
～
８

（
日
）、
東
北
観
光
推
進
機
構
が

主
催
す
る
台
湾
で
の
「
日
本
東
北

遊
楽
日
」
に
県
等
と
と
も
に
参
加

し
ま
し
た
。 

６
日
に
は
、
今
回
か
ら
新
た
に

設
け
ら
れ
た
台
湾
教
育
旅
行
の
商 

 

た
ほ
か
、
会
場
内
で
は
、
現
地
の

来
場
者
と
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
が
共

演
す
る
な
ど
、
台
湾
の
皆
様
に
岩

手
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。 

会
場
全
体
の
来
場
者
数
は
２
日

間
で
９
・
５
万
人
を
超
え
、
岩
手

県
ブ
ー
ス
も
大
い
に
賑
わ
い
ま
し

た
。 

 

当
協
会
か
ら
県
に
要
望
を
行
っ

た
教
育
旅
行
受
入
施
設
に
対
す
る

負
担
軽
減
の
た
め
の
補
助
の
要
望

を
行
い
、
県
の
補
正
予
算
に
お
い

て
「
教
育
旅
行
受
入
施
設
緊
急
対

策
事
業
」
が
予
算
化
さ
れ
ま
し

た
。 当

協
会
で
は
、
本
事
業
の
申
請

等
の
業
務
を
県
か
ら
受
託
し
て
い

ま
す
。 

支
給
対
象
事
業
者
は
、
旅
館
業 
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観光協会 
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  鎌田 徳幸 

岩
手
県
観
光
協
会
だ
よ
り 上海便運航再開記念セレモニーの様子 

物
価
高
騰
に
よ
る
価
格
転
嫁
が
困
難
な
教
育
旅
行
の 

受
け
入
れ
に
伴
う
負
担
を
軽
減 

教
育
旅
行
受
入
施
設
支
援
緊
急
対
策
事
業
実
施
中 

法
に
定
め
る
旅
館
営
業
、
ホ
テ
ル

営
業
簡
易
宿
所
を
行
う
施
設
で

す
。 

支
給
対
象
事
業
は
、
文
部
科
学
省

が
定
め
る
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

き
「
遠
足
・
集
団
宿
泊
的
行
事
」

又
は
「
旅
行
・
集
団
宿
泊
的
行

事
」
と
し
て
行
わ
れ
る
活
動
に
伴

う
宿
泊
で
あ
り
、
支
援
金
額
は
一

人
泊
当
た
り
千
円
を
乗
じ
た
額
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
（
詳
細
は
県

H

P

を
御
覧
く
だ
さ
い
。） 

東
観
推
主
催 

台
湾
「 

日
本
東
北
遊
楽
日
２
０
２
５
」
に
参
加 

１
月

18

日
（
土
）、
県
等
と
と
も
に
花
巻
空
港
国

際
航
空
歓
迎
実
行
委
員
会
が
、
約
５
年
ぶ
り
と
な
る
中

国
東
方
航
空
に
よ
る
上
海
便
の
運
航
再
開
（
期
間
限

定
）
を
記
念
し
、
い
わ
て
花
巻
空
港
で
歓
迎
行
事
を
実

施
し
ま
し
た
。 

県
主
催
に
よ
り
、
岩
手
・
中
国
の
関
係
者
出
席
の
も

と
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
た
後
、
上
海
か
ら
の

乗
客

123

名
を
実
行
委
員
会
会
員
が
お
出
迎
え
し
ま
し

た
。 お

出
迎
え
で
は
、
簡
体
字
で
「
歓
迎
光
臨
岩
手
県
」

と
記
さ
れ
た
横
断
幕
を
掲
げ
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
等

の
配
布
や
ご
当
地
ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
よ
る
お
も
て
な
し
を

行
い
、
賑
や
か
に
歓
迎
し
ま
し
た
。 

いわて冬旅ＣＰ2025 

首都圏キャラバンに協力 

 

 

 

 

川越駅でのキャラバンの様子 

 

商談会の様子 

 

７
日
・
８
日
は
、
台
北
市
内
の

会
場
で
岩
手
県
も
ブ
ー
ス
を
出
展

し
、
観
光
案
内
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し 

 
岩手県ブースの様子 



  
 

～
来
訪
者
と
と
も
に
描
く
地
域
の
未
来
～ 

 

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
円
安
傾
向
も
追
い

風
と
な
り
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
来
訪
者
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
日
本
国

内
の
来
訪
者
受
入
側
と
な
る
地
域
で
は
、

人
手
不
足
や
物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受

け
、
多
く
の
課
題
が
散
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

最
近
は
、「
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
（
責
任
あ
る
観
光
）」
と
い
う
旅
の
姿

に
注
目
し
て
い
ま
す
。
旅
行
者
自
身
が
、
旅

行
先
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
環
境
に
与

え
る
影
響
に
責
任
を
も
ち
、
旅
行
先
に
配

慮
す
る
考
え
方
で
す
。
ま
た
、
旅
先
で
自
身

が
経
験
し
た
こ
と
を
経
て
行
動
変
容
が
起

き
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
で
重
要
な
の
が
、
来
訪
者
に
対
し

て
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
紐
解
き
、
皆
さ
ん

が
日
々
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
丁
寧
に

お
伝
え
す
る
こ
と
で
す
。
地
域
の
深
い
ス

ト
ー
リ
ー
に
触
れ
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に

参
加
し
て
み
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
、
新

た
な
旅
の
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

岩
手
は
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
域
で
す
が
、
失
っ
て
は
い
け
な
い
歴

史
・
文
化
を
ど
の
よ
う
に
未
来
へ
繋
ぐ
こ

と
が
で
き
る
か
悩
ま
し
い
状
況
に
も
あ
る

と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
旅
は
、
来
訪
者
へ

地
域
を
伝
え
、
共
感
を
生
み
、
行
動
を
変
え

る
手
段
と
な
る
も
の
。
こ
の
旅
の
チ
カ
ラ

を
活
用
し
て
い
く
た
め
に
も
、
来
訪
者
の

視
点
を
入
れ
な
が
ら
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
伝

え
方
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

（
岩
手
県
観
光
協
会
専
門
家
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
畠
山
美
帆
（
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
） 
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令
和
６
年
度
第
２
回
岩
手
県
内
Ｄ
Ｍ
Ｏ
連
絡
調
整
会
議
開
催 

 
 

 

４
つ
の
テ
ー
マ
で
分
科
会
も
開
催 

DMO 専門分科会の様子 

令
和
６
年
度
教
育
旅
行
誘
致
宣

伝
部
会
第
２
回
が
２
月
４
日

（
火
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
令
和
６
年
度
事
業
実
施

状
況
や
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画

案
な
ど
が
議
題
と
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
６
年
度 

教
育
旅
行
誘
致
宣
伝
部
会
第
２
回
幹
事
会
開
催 

令
和
７
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
は
、
４
月
２２
日
（
火
）
に

マ
リ
オ
ス
で
開
催
予
定
の
総
会

で
正
式
に
決
定
さ
れ
る
予
定
で

す
。 な

お
、
令
和
７
年
度
教
育
旅

行
説
明
会
の
開
催
地
お
よ
び
開 

１
月

25

日(

水)

～

26

日(

日)

に
埼
玉
・
大

宮
駅
で
開
催
さ
れ
た
「
あ

お
も
り
・
い
わ
て
産
直

市
」
に
県
等
と
と
も
に
参

加
し
ま
し
た
。 

県
内
食
産
業
事
業
者
が

出
店
し
た
ほ
か
、
観
光

P

R

ブ
ー
ス
に
て
、

冬
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

P

R

や

J

R

釜
石

線
周
辺
市
町
村
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
を

行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、「
そ
ば
っ
ち
」
が

青
森
県
の
「
い
く
べ
ぇ
」

と
一
緒
に
グ
リ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
実
施
。
多
く
の
お
客

様
が
足
を
止
め
写
真
撮
影

を
行
っ
た
ほ
か
、
そ
ば
っ

ち
の
ぬ
い
ぐ
る
み
ス
ト
ラ

ッ
プ
を
手
に
会
い
に
来
て

く
れ
た
お
客
様
も
お
り
、

会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 

専
門
家
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る  

「
観
光
地
域
づ
く
り
」
の
ヒ
ン
ト 

「
あ
お
も
り
・
い
わ
て
産
直
市
」 

埼
玉
・
大
宮
駅
に
参
加 

 

12

月
６
日
（
金
）
、
サ
ン
セ
ー

ル
盛
岡
で
第

2

回
岩
手
県
内
Ⅾ

Ｍ
Ｏ
連
絡
調
整
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。
第
１
回
目
は
今
年
６
月
に

開
催
し
、
県
内
Ⅾ
Ｍ
Ｏ
の
取
組
等

に
つ
い
て
情
報
共
有
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
第
２
回
目
の
今
回

は
、
こ
の
度
初
め
て
、
個
別
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
専
門
分
科
会
も
開
催

し
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
間
の
連
携
も
見
据
え

て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

会
議
に
は
、
当
協
会
を
含
め
、

観
光
庁
に
登
録
さ
れ
た

10

の
Ⅾ

Ｍ
Ｏ
と
独
自
に
組
織
し
た
１
団
体

の
合
わ
せ
て

11

の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
、

20

の
市
町
村
、
観
光
協
会
が
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
ま
し
た
。 

全
体
会
議
で
は
、
観
光
庁
観
光

戦
略
課
の
河
田
敦
弥
課
長
よ
り

「
日
本
の
観
光
の
動
向
」
、
日
本

政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
茅

野
慎
吾
氏
よ
り
「
フ
ラ
ン
ス
で
取

組
ん
で
い
る
持
続
可
能
な
観
光
」 

に
つ
い
て
基
調
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
９
月

24

日
付
け
で
新
た
に
登
録
Ⅾ
Ｍ
Ｏ
し

て
登
録
さ
れ
た
（
一
社
）
大
船
渡

地
域
戦
略
様
と
（
一
社
）
し
ず
く

い
し
観
光
協
会
様
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

Ｄ
Ｍ
Ｏ
専
門
分
科
会
で
は
参
加

者
の
皆
様
に
「
高
付
加
価
値
コ
ン

テ
ン
ツ
の
提
供
へ
向
け
た
ロ
ー
カ

ル
ガ
イ
ド
活
用
」
、「
い
わ
て
の
食

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
、「
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
戦
略
設
計
」、

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
活

用
し
た
地
域
づ
く
り
」
の
４
つ
の

テ
ー
マ
か
ら
２
テ
ー
マ
を
選
択
い

た
だ
き
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

会
議
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
今
回
の
会
議
形
式
に
つ
い
て

は
満
足

43

％
、
や
や
満
足

54

％
の
回
答
を
い
た
だ
き
、
各

分
科
会
に
つ
い
て
も
多
数
の
方
に 

有
意
義
だ
っ
た
と
の
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
専
門
分
科
会

は
今
回
初
の
試
み
で
し
た
が
、

他
の
団
体
の
取
組
状
況
等
を
知

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
な
ら
幸

い
で
す
。
な
お
、
令
和
７
年
度

も
引
き
続
き
会
議
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
や
ご

要
望
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
協

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

グリーティングの様子 

 

催
地
お
よ
び
開
催
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

 

函
館 

８
月
５
日
（
火
） 

札
幌 

８
月
６
日
（
水
） 

東
京 

８
月
２１
日
（
木
） 

大
阪 

11

月
１９
日
（
水
） 



  
 

２
月
１２
日
（
水
）、
第
２
回

岩
手
県
内
Ｄ
Ｍ
Ｏ
連
絡
調
整
会

議
の
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
分
科
会
で
の
議
論
を
踏
ま

え
、
県
等
と
も
に
、
宮
城
県
名

取
市
の
名
取
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ

ー
を
訪
問
し
、

4

県
に
ま
た

が
る
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

の
運
営
を
行
う
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ

と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。 分

科
会
で
提
起
さ
れ
た
各
地

域
間
で
の
統
一
感
に
つ
い
て

は
、
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク
ラ

ブ
側
か
ら
「
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の

掲
出
や
ト
レ
イ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル

等
の
呼
称
な
ど
、
各
地
域
で
独 

自
に
行
っ
て
い
る
活
動
に
つ
い 
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会
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

 

各
旅
行
代
理
店
の
担
当
者
の
反

応
も
良
好
で
、
今
後
の
旅
行
商
品

造
成
に
向
け
て
積
極
的
な
対
応
が

期
待
さ
れ
ま
す
。。 

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
招
待
事
業
実
施 

意見交換会の様子 

欧
米
豪
等
外
国
人
観
光
客
の
対

応
を
学
ぶ
「
お
も
て
な
し
研
修
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
英
語
編
」
の
研
修
動

画
・
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
い
わ
て
の

旅
」
の
「
賛
助
会
員
の
お
知
ら

せ
」
か
ら
視
聴
・
閲
覧
で
き
ま

す
。
（2

0
2

5

年
１
月
８
日
賛
助
会

員
限
定
で
公
開
中
） 

 
 
 
 
 
 

 
h

ttp
s://iw

atetab
i.jp

/ 
su

p
p

o
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み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
観

光
ガ
イ
ド
と
し
て
も
活
動
し
て
い

る
講
師
で
、
米
国
出
身
の
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ク
ィ
ン
ラ
ン
・
フ
ェ
リ
ス

氏
の
講
演
は
必
見
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

皆
様
の
都
合
の
良
い
時
に
、
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非 

受
講
く
だ
さ
い
。 

て
は
、
統
一
感
を
出
す
こ
と
よ
り

も
、
地
域
ご
と
に
違
い
が
あ
る
こ

と
も
ひ
と
つ
の
面
白
さ
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
統

一
さ
れ
て
い
な
く
て
も
ハ
イ
カ
ー

か
ら
特
に
分
か
り
に
く
い
と
い
っ

た
声
は
な
い
。
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

と
い
う
文
化
は
、
地
域
の
人
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
ハ
イ
カ
ー
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
、
持
続
可
能
性
をt

高
め
る
と
思
う
。」
と
の
御
意
見
を 

 
 
 
 
 

 
 

み
ち
の
く
ト

レ
イ
ル
ク
ラ

ブ
の
相
澤
久

美
（
あ
い
ざ

わ
く
み
）
事

務
局
長
な
ど

か
ら
頂
き
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

  

        

●
宿
泊
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
実

施  

経
営
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
さ
れ
た
宿
泊
事
業
者
を
中
心

に
、
県
と
連
携
し
宿
泊
事
業
者
と

の
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

観
光
業
界
に
と
っ
て
、
厳
し

い
経
営
環
境
の
な
か
で
あ
る
も
の

の
、
こ
れ
ま
で
宿
泊
事
業
者
と
県

や
当
協
会
が
個
別
に
意
見
交
換
を

す
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。 「

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
あ
た
っ
て

は
、
主
に
当
協
会
専
門
家
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
河
東
英
宜
氏
（
か
ま
い

しD
M

C

代
表
）
が
ヒ
ア
リ
ン
グ

シ
ー
ト
に
も
と
づ
き
、
宿
の
強
み

や
弱
み
、
経
営
状
況
等
を
お
聞
き

し
て
助
言
し
て
い
る
ほ
か
、
新
規

に
取
り
組
み
た
い
内
容
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
８
つ
の
宿
泊
事
業

者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
各

宿
泊
事
業
者
の
現
状
把
握
に
努

め
、
今
後
の
観
光
施
策
や
事
業
等

に
活
か
し
て
い
き
た
い
考
え
で

す
。 

３
月

20

日
（
木
・
祝
）
に 

花
巻
空
港
国
際
航
空
歓
迎
実
行

委
員
会
が
、
今
年
度
２
回
目
と

な
る
韓
国
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運
航

を
記
念
し
、
い
わ
て
花
巻
空
港

で
歓
迎
行
事
を
実
施
し
ま
し

た
。 韓

国
青
洲
か
ら
の
乗
客
約

60

名
（
航
空
会
社
エ
ア
ロ

K

）
に

は
、
ハ
ン
グ
ル
の
横
断
幕
を
掲

げ
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
等
配

布
や
ご
当
地
ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
よ

る
お
出
迎
え
を
行
い
、
搭
乗
客

と
写
真
撮
影
す
る
な
ど
、
賑
や

か
に
歓
迎
し
ま
し
た
。 

           

●
宿
泊
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

実
施 

 

経
営
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
さ
れ
た
宿
泊
事
業
者
を
中

心
に
、
県
と
連
携
し
宿
泊
事
業

者
と
の
意
見
交
換
を
目
的
と
し

た
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

 
観
光
業
界
に
と
っ
て
、
厳

し
い
経
営
環
境
の
な
か
で
あ
る

も
の
の
、
こ
れ
ま
で
宿
泊
事
業

者
と
県
や
当
協
会
が
個
別
に
意

見
交
換
を
す
る
こ
と
が
あ
ま
り

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。 

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
あ
た
っ
て

は
、
主
に
当
協
会
専
門
家
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
河
東
英
宜
氏
（
か

ま
い
しD

M
C

代
表
）
が
ヒ
ア

リ
ン
グ
シ
ー
ト
に
も
と
づ
き
、

宿
の
強
み
や
弱
み
、
経
営
状
況

等
を
お
聞
き
し
て
助
言
し
て
い

る
ほ
か
、
新
規
に
取
り
組
み
た

い
内
容
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
８
つ
の
宿
泊
事

業
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
、
各
宿
泊
事
業
者
の
現
状
把

握
に
努
め
、
今
後
の
観
光
施
策

や
事
業
等
に
活
か
し
て
い
き
た

い
考
え
で
す
。 

韓 

国 

チ 

ャ 

ー 

タ 

ー
便 

を 

歓 

迎 

な
お
、
同
日
の
い
わ
て
花

巻
空
港
発
韓
国
青
洲
行
に

は
、
約

150

人
の
方
が
搭
乗

し
、
岩
手
か
ら
韓
国
に
飛
び

立
ち
ま
し
た
。 

               

●
宿
泊
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン

グ
実
施 

 

経
営
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
さ
れ
た
宿
泊
事
業
者

を
中
心
に
、
県
と
連
携
し
宿

泊
事
業
者
と
の
意
見
交
換
を

目
的
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

観
光
業
界
に
と
っ
て
、

厳
し
い
経
営
環
境
の
な
か
で

あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
宿

泊
事
業
者
と
県
や
当
協
会
が

個
別
に
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。 「

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
あ
た
っ

て
は
、
主
に
当
協
会
専
門
家

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
河
東
英
宜

氏
（
か
ま
い
しD

M
C

代

表
）
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト

に
も
と
づ
き
、
宿
の
強
み
や

弱
み
、
経
営
状
況
等
を
お
聞

き
し
て
助
言
し
て
い
る
ほ

か
、
新
規
に
取
り
組
み
た
い

内
容
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
８
つ
の
宿
泊

事
業
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
、
各
宿
泊
事
業
者
の
現

状
把
握
に
努
め
、
今
後
の
観

光
施
策
や
事
業
等
に
活
か
し

て
い
き
た
い
考
え
で
す
。 歓迎対応の様子 

 

冬
季
の
沿
岸
地
域
誘
客
を
促
進 

沿
岸
地
域
へ
の
冬
期
間
に
お
け
る

観
光
客
誘
致
拡
大
を
図
る
た
め
、
三

陸
海
岸
魚
彩
王
国
実
行
委
員
会
と
連

携
し
、
３
月

11

日
（
火
）
～

13

日
（
木
）
、
㈱
阪
急
交
通
社
３
名
、

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
㈱
３
名
の
担
当

者
を
招
待
し
、
沿
岸
の
観
光
地
や
観

光
施
設
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

三
日
間
に
わ
た
り
、
久
慈
市
か
ら

陸
前
高
田
市
ま
で
、
途
中
、
三
陸
鉄

道
の
乗
車
も
し
つ
つ
、
観
光
施
設
等

を
視
察
し
、
宮
古
市
の
「
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
三
陸
み
や
こ
」
と
大
槌
町
の

「
三
陸
花
ホ
テ
ル
は
ま
ぎ
く
」
で
は

地
域
の
観
光
関
係
者
と
の
意
見
交
換 

田老の学ぶ防災ガイド視察の様子 

ま
た
、
「
お
も
て
な
し
研
修
台
湾

編
」
（2

0
2

3

年
４
月

27

日
公
開
）、

「
お
も
て
な
し
研
修
中
国
編
（2

0
2

3

年

10

月
４
日
公
開
）
の 

研
修
動
画
も
公
開
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
活
用
願
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
      

 
 

英語編のオープニング画像 



☆
賛
助
会
員
募
集 

当
協
会
で
は
、
広
く
賛
助
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
特

典
と
し
て
は
、
①
「
会
員
の
皆
様

の
情
報
を
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
優
先
的
に
紹
介
、P

R

」、

②
「
協
会
作
成
の
観
光
資
料
を
無

料
で
提
供
」、
③
「
協
会
主
催
の

研
修
会
、
セ
ミ
ナ
ー
及
び
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
へ
の
参
加
」、
④
「
国

や
県
及
び
各
種
観
光
団
体
等
か
ら

の
各
種
情
報
の
提
供
」、
⓹
「
当

協
会
に
お
け
る
協
賛
及
び
後
援
や

各
種
相
談
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

現
在
、
賛
助
会
員
は
市
町
村
及

び
市
町
村
観
光
協
会
を
は
じ
め
、

各
業
界
団
体
や
民
間
事
業
者
等
が

加
入
し
て
お
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、 

未
加
入
の
団
体
・
事
業
者

様
に
対
す
る
勧
誘
に
つ
い
て
の
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◆
会
員
区
分 

市
町
村
は
第
一
種
賛
助
会
員
、
市

町
村
観
光
協
会
は
第
二
種
賛
助
会

員
、
そ
の
他
の
団
体
及
び
事
業
者

は
第
三
種
賛
助
会
員
と
な
り
ま

す
。 

◆
会
費
額
（
年
額
） 

第
三
種
賛
助
会
員 

５
口
５
万
円

を
原
則
と
し
て
口
数
制
で
算
出
し

ま
す
。 

※
口
数
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
種
別
・
規
模
等
に
応
じ
て

別
途
算
出
し
ま
す
。 

◆
入
会
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ 

当
協
会
ま
で
御
連
絡
願
い
ま
す
。

電
話
：
０
１
９-

６
５
１-

０
６
２

６  

  

 
 

世
代
や
未
災
地
の
方
々
を
は
じ
め

と
す
る
皆
様
に
災
害
の
教
訓
を
伝

え
て
続
け
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
す
。 

第２９号                 岩手県観光だより          令和７年３月 28 日（金） 

司
法
修
習
生
が
選
択
型
実
務
実
習
を
履
修 

第
２
回
賛
助
会
員
全
員
協
議
会
及
び
第
５
回
理
事
会
開
催 

３
月
７
日
、
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡

を
会
場
に
、
賛
助
会
員
・
役
員
合

わ
せ
て
約

60

名
の
ご
出
席
を
い

た
だ
き
、
第
２
回
賛
助
会
員
全
員

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
３
月

18

日
に
は
第
５

回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
７

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
に
つ

い
て
説
明
し
、
承
認
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
い
わ

て
の
旅
」
の
「
賛
助
会
員
の
お
知

ら
」
に
全
員
協
議
会
議
案
書
等
配

付
資
料
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

（2
0
2
5

年
３
月
４
日
賛
助
会

員
限
定
で
公
開
中
） 
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大
船
渡
市
内
の
官
民
で
構
成
す

る
「
キ
ャ
ッ
セ
ン
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
よ
る
ス
マ
ホ
ゲ

ー
ム
防
災×
観
光
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
「
あ
の
日
」
制
作
及
び
防
災
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
が
、
総
務

省
消
防
庁
第

29

回
「
防
災
ま
ち

づ
く
り
大
賞
」
に
お
い
て
、
最
優

秀
賞
に
あ
た
る
総
務
大
臣
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。 

同
団
体
は
、
今
回
の
受
賞
を
励

み
に
、
防
災
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

普
及
啓
発
に
務
め
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
津
波
の
記
憶
が
な
い
次 

新
採
用
嘱
託
職
員
等

の
紹
介 

１
月

27

日
付
で
、
新
採
用
嘱

託
職
員
と
し
て
高
橋
志
穂
（
た

か
は
し 

し
ほ
）
さ
ん
が
、
派
遣

臨
時
職
員
と
し
て
山
岸
美
智
子

（
や
ま
ぎ
し 

み
ち
こ
）
さ
ん
が

当
協
会
に
加
わ
り
ま
し
た
。 

高
橋
さ
ん
は
、
主
に
観
光
案

内
相
談
を
担
当
し
、
山
岸
さ
ん

は
教
育
旅
行
受
入
施
設
支
援
緊

急
対
策
事
業
を
担
当
し
ま
す
。 

二
人
か
ら
賛
助
会
員
の
皆
様

に
御
挨
拶
で
す
。 

【
高
橋
さ
ん
】 

毎
日
様
々
な
お
問
合
せ
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
岩
手

の
魅
力
を
も
っ
と
お
伝
え
で
き

る
よ
う
に
、
観
光
の
知
識
を
深 

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

【
山
岸
さ
ん
】 

 

こ
の
度
、
教
育
旅
行
受
入
施

設
支
援
緊
急
対
策
事
業
の
受
付

担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
て
お
り

ま
す
。
申
請
に
関
し
ま
し
て
分

か
ら
な
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

大
船
渡
「
キ
ャ
ッ
セ
ン
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
総
務
大
臣
賞
受
賞 

 
左：高橋さん右：山岸さん 

 
表彰式の様子 

 第２回賛助会員全員 
協議会の様子 

11

月
か
ら

12

月
に
か
け
て

司
法
修
習
生
の
研
修
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。
将
来
、
弁
護
士
を
目
指

さ
れ
て
い
る
女
性
で
（
盛
岡
市
内

の
弁
護
士
事
務
所
に
て
研
修
中
）

民
間
で
の
５
日
間
の
研
修
が
必
要

と
の
こ
と
か
ら
、
岩
手
県
観
光
協

会
を
研
修
先
と
し
て
選
ば
れ
た
も

の
で
す
。
当
協
会
を
希
望
し
た
理

由
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
加
の

一
途
を
辿
る
中
で
、
旅
行
の
安
全

確
保
や
日
常
的
に
発
生
す
る
法
律

問
題
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
学
ぶ

た
め
で
、
将
来
は
観
光
業
に
密
接

に
関
わ
る
業
務
に
携
わ
り
た
い
と

の
こ
と
。
ま
た
、
そ
ば
っ
ち
の
大

フ
ァ
ン
で
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

現
場
に
お
け
る
生
の
声
を
聞

い
て
も
ら
い
た
く
、
観
光
客
が

多
く
訪
れ
る
「
い
わ
て
・
盛
岡

広
域
観
光
セ
ン
タ
ー
」
、
観
光

客
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る

「
全
国
旅
行
業
協
会
岩
手
県
支

部
」
等
を
訪
問
し
て
の
意
見
交

換
や
、
季
節
感
あ
ふ
れ
る
観
光

素
材
の
取
材
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発

信
等
に
も
取
り
組
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。 

修
習
生
か
ら
は
、
と
て
も
多

く
の
こ
と
を
学
べ
た
、
と
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
協

会
と
し
て
も
、
観
光
業
と
司
法

と
の
関
わ
り
を
考
え
る
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。 


